
● 高効率太陽電池の研究
● 高性能永久磁石材料の開発
● レアメタルのリサイクルや有価物分離の研究
● 無重力を利用した新材料の開発
● 新しい機能性薄膜材料の開発
● 超軽量・超高強度材料の開発　他

注目の研究！
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■数学基礎
■線形代数
■物理学基礎
■化学基礎

確率統計
物理学応用
■物理化学

微分方程式 工業数学

■物理学実験
■化学実験

■物理学実験
■化学実験

専
門
基
幹
科
目

■先端材料工学概論
■基礎材料工学
■材料物理学

■エネルギー工学概論
■リサイクル概論
■工学基礎
■固体物理学
■材料組織学

■材料熱化学
■材料電気化学
■材料力学及び演習
■創造工学及び演習

■工業英語 基礎製図

専
門
展
開
科
目

塑性加工学
薄膜材料

構造材料1
構造材料2
電池材料
光機能材料
材料化学プロセス工学1
材料強度学1
材料加工法及び演習
融体成形工学
表面工学
粉体材料工学
■先端材料工学実験1

半導体材料
磁性材料
セラミックス・ポリマー材料
材料化学プロセス工学2
化学反応工学
材料強度学2
材料評価法及び演習
接合工学
■先端材料工学実験2
■先端材料ゼミナール

エネルギー材料
リサイクル工学
材料シミュレーション
■技術者倫理
■ゼミナール1

■ゼミナール2

■卒業研究

研究室決定

4年間の学びのステップ

材料がどのような特性を持ち、実社会でどのよ
うに扱われているかを知ることで、材料工学の
重要性を体感します。さらに化学、物理、数学と
いった科目を集中的に学び、基礎を養います。

材料と社会の関わりを知り、
基盤となる科目を
強化します

材料の製法や新材料の開発工程、リサイクル手
法などを学びます。さらに金属材料を用いた自
由創作にも取り組み、溶接や鋳造、成形などの
一通りの加工技術を楽しみながら身につけます。

実習を通して、
材料の製法を楽しみながら
学びます

世の中で注目を浴びる先端材料を取り上げ、実習を
通して加工や品質評価の手法を学修。さらに新材料
の開発に向け、ミクロレベルで材料を分析し、合成
するための理論や手法を修得します。

先端材料に触れながら、
理論や製造手法を
学びます

新材料あるいは製造手法の開発に取り組みます。
答えがない中で仮説を立てデータを集めながら
検証を重ね、人前で発表するという一連のプロ
セスを通じ、技術者としての素養を高めていき
ます。

卒業研究を通して、
技術者に求められる素養を
育みます

1年次 2年次 3年次 4年次

教養教育に
ついては

P.96、97へ

エネルギーの未来を支える
機能材料の研究開発
電力エネルギーの半分以上がモーター
に使用されています。そこでモーター
に使用される磁性材料の高性能化が
求められています。また、熱エネルギー
の有効利用として、大気中に放出され
ている排熱を回収する熱電材料が求
められています。省エネ社会に貢献す
るため、磁性材料及び熱電材料の高
性能化の研究を行っています。

齋藤 哲治 教授
新しい磁性材料の研究
開発

アモルファス製作装置で新材料の製造を行う様子

先端技術を用いて電
子材料の工業的応用
を模索

井上 泰志 教授

構造用材料の組織制
御と力学特性の研究

寺田 大将 准教授

資源消費抑制をめざ
し環境調和型金属の
開発を研究

永井 祟 准教授

モーターの高効率化
の研究で省エネル
ギー化に挑む

齋藤 哲治 教授

無重力に近い環境を
新しい材料開発にい
かす

小澤 俊平 教授

元素配合や熱処理を
駆使し材料と加工プ
ロセスを研究

田村 洋介 教授

レアメタルの分離・電
気分解などリサイクル
技術を研究

小山 和也 教授

次世代蓄電池と材料
研究で電池性能の向
上をめざす

髙橋 伊久磨 准教授

高効率の太陽光発電
を応用し、新技術を開
発

内田 史朗 教授

マイクロ波を用いて人
工ダイヤモンドを製作

坂本 幸弘 教授

新素材製造法で先 
端・機能材料の開発

本保 元次郎 教授

主な
研究テーマ・
教員

研究室の詳細は
QRコードから
アクセス！

（■：必修科目 / 無印：選択科目）※カリキュラムは一部変更となる場合があります。
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